
様式４の２ 

令和５年度 学校運営協議会評価報告書２ 

鳥取県立白兎養護学校 

学校長 中西 美千代  

評 価 日 令和６年２月１９日（月） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 重点目標の達成状況について 

・自己評価については、特に安心安全な学校運営に

努めておられると思う。 

・アンケート結果においては「わからない」との回

答に注意して今後の取組において考えていくこと

が必要・ 

・新型コロナの５類移行に伴い、校外での活動が以

前のようにできはじめているので、引き続き多様

な学習活動を展開していただきたい。 

 

２ 目標達成のための取組結果について 

・地域人口が減っていく中で交流や関わりは大切に

なっていくので、良い方向性だと思う。 

・タブレット端末の活用については安全性を考慮

した上で活用する事で授業の幅も広がり、良い

と思う。 

・立地上、海岸に面している事もあり、自然災害

には大変な気苦労があると思う。引き続き力を

入れていただきたい。 

・一般の方に障がいのある子どもたちや教育につい

て理解をいただくのは難しい面もあると思うが、

専門生の向上を図ることは、社会との共存につな

がると思う。 

 

３ 具体目標の達成状況について 

・公民館清掃に参加している高等部の生徒がさわや

かで気持ちが良い。高等部の白兎よろずやや公民

館の環境整備、中学部にも花いっぱい運動等の活

動を実施され、公民館として感謝している。活動

も地域に根付きつつあると思う。 

・ＩＣＴの活用は不登校支援にも活用できる。情報モ

ラルやセキュリティ対策に気をつけられるよう予

防のための教育も必要。 

 

 

 

・全般的にＢ評価が多く、変化の兆

しの段階にとどまっている項目も

少なくない。 

・保護者アンケートの結果を受け止

め、来年度の取組に生かす。 

・状況を見ながら、多様な学習活動

の充実に努める。 

 

 

 

・次年度に向けては今年度の課題を

踏まえ、さらに実施方法を工夫し

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域との連携を深めていく中で長

く継続できるよう無理のない取組

を工夫したい。 

・ＩＣＴ機器(タブレット端末)の学

習活用については、来年度は高等

部全学年で個人のタブレットを所

有することになり、小中学部の取

組とも連携させながら、さらに活

用の充実に努めたい。 

 



４ 目標達成のために取り組んだ具体方策について 

本年度の取組を踏まえ、来年度に向けた新たな視

点での取組について協議 

＜地域との関わりについて＞ 

・美萩野１丁目にこども食堂のギャラリーがあり、

児童生徒の作品展示に利用可能 

・社会とのつながりを密にできる機会を工夫 

＜ＩＣＴの活用＞ 

・障がいのある視覚支援が有効な子どもたちのため

のタブレットを活用した学習支援 

・自己表現を広げるための活用 

・卒業後の就労につながる活用方法の模索 

＜防災について＞ 

・末恒地区の自主防災会との連携 

・災害時に支援を受けられるよう学校の状況を外部

に発信 

 

５ その他 

＜保護者のつながりについて＞ 

・デイサービス利用により保護者同士の結びつきが

弱くなっているので、学校が保護者の横のつなが

りをつくる支援をすすめる 

・保護者を学校の活動に巻き込む工夫、情報発信 

＜教員不足について＞ 

・効果的な学習場所の活用、グループ学習での教員

が協力しやすい配置などを工夫することで時間外勤

務の削減につなげる 

 

＜来年度の学校運営についての提案＞ 

・全委員承認 

 

 

・各委員からの意見を参考として、

来年度の取組の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校行事やＰＴＡ活動など保護者

の参加を増やせるよう活動を工夫

していく 

 

 

・業務カイゼンについてはご意見を

参考にし、取り組みを行う。 

 

 

 

・承認いただいた案をもとに進め

る。 

 


